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札幌市調理師団体連合会会報

NO.97
私 の 好 き な 格 言

「光陰矢のごとし」
�  成田　寿

　

竹
内
氏
は
昭
和
32
年
砂
川
市
に

て
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
48
年
に

登
別
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
後
、

登
別
温
泉
第
一
滝
本
館
に
て
調
理

の
道
の
修
業
を
始
め
ま
し
た
。
同

館
で
は
、
千
人
位
の
宿
泊
客
の
料

理
を
提
供
す
る
毎
日
で
、
入
社
し

た
１
年
目
は
バ
イ
キ
ン
グ
朝
食

係
、
早
朝
よ
り
レ
ス
ト
ラ
ン
会
場

で
忙
し
い
日
々
で
し
た
。
バ
イ
キ

ン
グ
終
了
後
、
市
場
よ
り
大
量
の

魚
や
野
菜
が
搬
入
さ
れ
、
当
時
の

魚
は
頭
付
き
で
、
地
下
の
処
理
室

ま
で
木
箱
に
入
っ
た
魚
を
２
箱
く

ら
い
担
い
で
急
な
階
段
を
下
り
、

血
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
魚
の
頭

と
内
臓
を
外
し
、
水
洗
い
し
て
本

厨
房
の
冷
蔵
庫
に
搬
入
し
た
後
、

や
っ
と
長
い
勤
務
の
前
半
を
終

了
。
そ
れ
か
ら
従
業
員
食
堂
で
昼

食
を
取
り
、
寮
に
帰
っ
て
午
後
か

ら
の
仕
事
に
備
え
て
仮
眠
し
、
午

後
の
食
事
の
盛
り
付
け
作
業
を
行

う
毎
日
で
、
３
か
月
で
体
重
が
15

キ
ロ
程
痩
せ
た
そ
う
で
す
。

　

３
年
目
煮
方
、
５
年
目
板
場
で

連
日
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
、
仕

事
終
わ
り
に
大
浴
場
に
て
疲
れ
を

癒
し
、先
輩
方
と
飲
み
屋
に
行
き
、

朝
ま
で
飲
み
続
け
て
そ
の
ま
ま
仕

事
に
行
く
時
も
多
々
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
６
年
に
羽
幌
観

光
開
発（
株
）の
「
サ
ン
セ
ッ
ト
プ

ラ
ザ
は
ぼ
ろ
」、
平
成
18
年
に
新

ひ
だ
か
町
・
三
石
昆
布
温
泉（
株
）

の
「
蔵
三
」、
平
成
20
年
の
「
北

広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
」
で
そ
れ

ぞ
れ
の
立
上
げ
を
経
験
し
、
大
変

で
し
た
が
良
い
経
験
で
意
義
の
あ

る
人
生
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。

　

令
和
６
年
に
北
海
道
社
会
貢
献

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
会
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
ま
た
、
体
力
の
続
く
限
り

料
理
道
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
紹
介
者
）

定
山
渓
調
理
師
会

佐
藤　
　

修

定山渓調理師会
総務部長

竹内　　司 氏

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

題
字\

札
調
連
会
長  

細
川 

正
人

北３条広場の「サッポロフラワーカーペット」と道庁赤レンガ庁舎
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札調連

事 業事 業
報 告報 告

　

令
和
７
年
度
第
36
回
札
調
連
定

期
総
会
は
、
５
月
27
日
（
火
）
午

後
３
時
か
ら
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー

ト
札
幌
４
階
「
ア
ニ
マ
ー
ト
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
鈴
木

裕
一
郎
会
長
代
行
が
開
会
を
宣
言

し
た
後
、
議
長
の
選
任
を
行
い
、

小
泉
哲
也
会
長
代
行
が
議
長
に
選

任
さ
れ
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
で
は
、
山
口
弘
行

事
務
局
長
か
ら
令
和
６
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
が
、
ま

令
和
７
年
度 

定
期
総
会

新
会
長
に
細
川
正
人
氏

た
、
髙
橋
宏
通
監
事
か
ら
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
異
議
は
な
く
原
案
ど
お

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
２
号
の
令
和
７
年
度
事

業
計
画
案
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
年

１
回
と
な
っ
て
い
た
札
調
連
講
師

の
研
修
会
を
年
２
回
実
施
し
、
１

回
目
を
６
月
10
日
に
札
幌
市
中
央

卸
売
市
場
の
青
果
部
せ
り
見
学
を

行
う
こ
と
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
ふ
ぐ
処
理
者
認
定
試
験
準
備
講

習
会
」
を
10
月
９
日
に
開
催
す
る

こ
と
、そ
の
他
、庖
丁
塚
供
養
祭
、

健
康
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
赤

い
羽
根
街
頭
募
金
・
名
誉
調
理
師

会
総
会
な
ど
の
日
程
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
ま
た
、
来
年
の
１
月

28
日
に
実
施
す
る
２
回
目
の
講
師

研
修
会
に
つ
い
て
葛
西
利
男
副
会

長
が
講
演
の
講
師
を
務
め
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
、
こ
れ
ら
も
審
議
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号
の
札
調
連

役
員
の
選
任
で
は
、
空
席
と
な
っ

て
い
る
会
長
職
に
つ
い
て
理
事
会

の
選
任
案
を
協
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
細
川
正
人
氏
が
第

四
代
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
の
議
案
審
議
終
了
後
、
細

川
新
会
長
か
ら
会
長
就
任
に
当

た
っ
て
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
は
、

鈴
木
裕
一
郎
会
長
代
行
が
閉
会
を

宣
言
し
て
、
第
36
回
定
期
総
会
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
定
期
総
会
懇
親
会
が

午
後
４
時
30
分
か
ら
17
階
ス
カ
イ

ホ
ー
ル
「
サ
ラ
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
田
卓
也
理
事
の
司
会
進

行
で
懇
親
会
は
進
め
ら
れ
、冒
頭
、

細
川
正
人
会
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
ご
来
賓
の
長
野
彩
子
札
幌
市

保
健
所
食
の
安
全
担
当
部
長
、
千

葉
真
裕
道
議
会
議
員
、
和
田
敬
太

道
議
会
議
員
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、（
株
）フ
ジ
ウ
ロ
コ
大
橋
水

産
代
表
取
締
役

社
長
の
大
橋
誠

一
様
の
祝
杯
で

開
宴
と
な
り
、

賑
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
の
終

わ
り
は
、（
株
）

宮
文
代
表
取
締
社
長
の
宮
本
隆
一

様
に
よ
る
三
本
〆
で
盛
会
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
期
総
会
議
案
書
は
札

調
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
第
１
回
札
調
連
四

役
会
議
及
び
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営

委
員
会
が
６
月
18
日
、
札
幌
市
中

央
卸
売
市
場
内
の
札
幌
市
Ａ
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
議
事
進
行
は
鈴
木
裕
一

郎
会
長
代
行
が
行
い
、
初
め
に
、

細
川
正
人
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
令
和
７
年
度
札
幌

市
名
誉
調
理
師
の
選
考
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
全
日
本
司
厨

士
協
会
札
幌
支
部
の
吉
田
郁
雄

氏
、
日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支

部
の
岡
田
秀
昭
氏
及
び
札
幌
割
烹

調
理
師
会
の
近
藤
保
浩
氏
の
３
名

に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
各
氏

と
も
札
幌
市
名
誉
調
理
師
の
登
録

要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
７
月
に

開
催
さ
れ
る
第
53
回
庖
丁
塚
魚
鳥

菜
供
養
祭
の
場
で
名
誉
調
理
師
の

証
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し

第
１
回

　

四
役
会
議
・
庖
丁
塚

運
営
委
員
会
開
催

ま
し
た
。
ま
た
、
登
録
要
件
に
つ

い
て
協
議
し
、
次
年
度
か
ら
役
職

歴
10
年
以
上
の
基
準
を
要
件
か
ら

削
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
森

下
稔
庖
丁
塚
供
養
祭
運
営
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
今
年
度
の
開
催
方

法
、
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

７
月
24
日
、
円
山
公
園
の
庖
丁
塚

記
念
碑
前
で
の
開
催
、
当
番
団
体

は
全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

と
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日

ま
で
の
記
念
碑
清
掃
は
札
幌
第
一

割
烹
調
理
師
会
が
担
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
１
回
四
役
会
議
、
庖

丁
塚
運
営
委
員
会
の
詳
細
は
札
調

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

定期総会
髙橋宏通監事の会計監査報告

第１回四役会議・庖丁塚運営委員会

定期総会
細川正人会長の就任挨拶
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６
月
10
日
（
火
）
午
前
７
時
か

ら
、
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
青
果

棟
１
階
の
卸
売
場
に
お
い
て
市
場

に
流
通
す
る
青
果
物
の
せ
り
の
様

子
な
ど
を
見
学
す
る
今
年
度
第
１

回
目
の
札
調
連
講
師
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

第
１
回
札
調
連

講
師
研
修
会
を
開
催

令和７年度 札幌市調理師団体連合会役員名簿
令和７年５月改選

役職名 氏　　名 団　　　体　　　名
名 誉 会 長 高 橋 忠 明 北海道寿鮨調理師会（最高顧問）
顧 問 長　野　彩　子 札幌市保健所食の安全担当部長

相 談 役

中　村　裕　之 衆議院議員
和　田　義　明 前衆議院議員
長谷川　　　岳 参議院議員
船　橋　利　実 参議院議員
千　葉　真　裕 北海道議会議員
和　田　敬　太 北海道議会議員
長　内　直　也 札幌市議会議員

常 任 相 談 役

長谷川　一　男 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）
佐　藤　公二男 札幌そば麺類研究会（顧問）
鹿　野　好　治 定山渓調理師会（終身名誉会長）
森　下　　　稔 札幌第一割烹調理師会（会長）
緒　方　昭　彦 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
髙　橋　広　夫 前札調連事務局長

会 長 細　川　正　人 札幌市議会議員

会 長 代 行 鈴　木　裕一郎 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）
小　泉　哲　也 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）

副 会 長

葛　西　利　男 札幌割烹調理師会（会長）
佐　藤　元　治 札幌そば麺類研究会（代表）
大　江　廣　嗣 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
泉　　　勝　志 日本中国料理協会札幌支部（会計監査役）
佐　藤　　　登 札幌第一割烹調理師会（支部長）
佐　藤　　　修 定山渓調理師会（会長）

専 務 理 事 舟　橋　裕　司 全日本司厨士協会札幌支部（常任相談役）
副 専 務 理 事 本　間　勇　司 札幌割烹調理師会（理事長）
会計担当理事 安　藤　勝　広 日本中国料理協会札幌支部（常任相談役）

理 事

後　藤　俊　幸 札幌第一割烹調理師会（副会長）
成　田　　　寿 札幌第一割烹調理師会（副会長）
沼久内　義　直 札幌割烹調理師会（会長代行）
松　見　光　晃 定山渓調理師会（名誉会長）
溝　口　浩　司 定山渓調理師会（支部長）
伊　藤　博　之 全日本司厨士協会札幌支部（副支部長）
本　田　卓　也 日本中国料理協会札幌支部（支部長）
菊　池　秀　昭 日本中国料理協会札幌支部（幹事長）
佐　藤　友　信 札幌そば麺類研究会（幹事長）
石　塚　博　久 札幌そば麺類研究会（広報部長）
白　井　勝　美 北全調札幌市支部連合会（西支部長）
郷　古　親　志 北全調札幌市支部連合会（南支部長）

監 事 髙　橋　宏　通 北全調札幌市支部連合会(会長)
吉　田　郁　雄 全日本司厨士協会札幌支部（支部長）

事 務 局 長 山　口　弘　行
※Ｒ５. ４. 31北海道寿鮨調理師会解散

　

当
日
は
、
札
調
連
認
定
講
師
や

札
調
連
役
員
な
ど
15
名
が
参
加

し
、
普
段
、
せ
り
関
係
者
以
外
は

入
場
で
き
な
い
せ
り
場
に
入
り
、

間
近
で
「
メ
ロ
ン
」「
き
ゅ
う
り
」

「
な
す
」
な
ど
の
せ
り
の
様
子
を

見
学
し
な
が
ら
、
卸
売
業
者
の
札

幌
み
ら
い
中
央
青
果（
株
）の
役
員

の
方
か
ら
産
地
や
流
通
量
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
知
見
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
回
目
の
講
師
研
修
会

は
、
来
年
１
月
28
日
に
ホ
テ
ル

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
し
、

葛
西
利
男
副
会
長
（
札
幌
割
烹
調

理
師
会
会
長
）
が
演
題
「
私
の
調

理
師
人
生
」
の
講
師
を
務
め
る
予

定
で
す
。

高級鮮魚介・冷凍魚介・各国輸入蛯

衛生的な設備を誇る
業務用卸のエキスパート‼

札幌市中央区北13条西16丁目３－13
TEL 709－1221(代)　FAX 709－1225

札幌市中央卸売市場のせり場見学
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Loulu.Loup
Original Design Shop 

ルールループ

Tシャツ、パーカー、トートバッグなど
オリジナルデザインで1枚からプリント！

詳しくはこちら

札幌市中央区南４条西５丁目６
TEL 011－241－4540
FAX 011－241－4505

定期総会懇親会
（株）宮文

宮本隆一様三本〆

定期総会懇親会
（株）フジウロコ大橋水産

大橋誠一様祝杯

定期総会懇親会
千葉真裕道議祝辞

定期総会懇親会
司会の本田卓也理事

定期総会の様子

定期総会懇親会の様子

定期総会懇親会
和田敬太道議祝辞

定期総会懇親会
保健所

長野彩子部長祝辞

定期総会懇親会
細川正人会長開会挨拶
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レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度��

��

新
年
会
及
び
勉
強
会

新
年
会
及
び
勉
強
会

　

去
る
令
和
７
年
１
月
26
日
（
日

曜
日
）、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

ガ
ー
デ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
樂
に

て
札
幌
割
烹
調
理
師
会
新
年
会
及

び
勉
強
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
葛
西
会
長
よ
り
新
年

の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
会
員
に
向
け

て
新
年
の
門
出
を
祝
う
お
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。引
き
続
き
、

乾
杯
の
ご
発
声
を
渡
邊
名
誉
会
長

か
ら
頂
戴
し
、
勉
強
会
に
移
り
ま

し
た
。

　

勉
強
会
の
講
師
は
、
ガ
ー
デ
ン

ダ
イ
ニ
ン
グ
環
樂
の
和
食
料
理
長

で
あ
り
札
幌
割
烹
調
理
師
会
副
幹

事
長
で
も
あ
り
ま
す
澤
田
朋
和

第第
4242
回
定
期
総
会
の
開
催

回
定
期
総
会
の
開
催

　

令
和
７
年
５
月
７
日
（
水
）
札

幌
市
中
央
区
の
ヤ
ク
ル
ト
ビ
ル
に

て
、
日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支

部
（
本
田
卓
也
支
部
長
）
の
令
和

７
年
度
第
42
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
と

し
て
令
和
６
年
度
事
業
及
び
収
支

決
算
の
審
議
と
承
認
、
第
２
号
議

案
と
し
て
会
計
監
査
報
告
の
審
議

と
承
認
、
第
３
号
議
案
と
し
て
令

和
７
年
度
事
業
計
画
案
の
審
議
と

承
認
で
、
主
な
事
業
計
画
内
容
と

し
て
は
、
会
員
お
よ
び
賛
助
会
員

氏
。
30
名
以
上
の
参
加
者
が
集
ま

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年

会
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
が
、
メ
イ

ン
は
勉
強
会
で
あ
り
、
澤
田
氏
よ

り
今
回
の
テ
ー
マ【
大
寒
と
立
春
】

に
沿
っ
た
素
晴
ら
し
い
料
理
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
素
材
の
味
を
引

き
立
て
る
調
理
法
や
味
付
け
を
披

露
し
て
頂
き
、
箸
付
か
ら
水
菓
子

ま
で
の
全
七
品
、
参
加
者
の
皆
様

の
目
を
見
張
る
物
ば
か
り
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
味
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
盛
り
付
け
に
も
気
配
り
が

あ
り
、
料
理
と
器
の
バ
ラ
ン
ス
も

非
常
に
良
く
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
後
半
に
は
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
よ

り
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
中
で
は
、
昨
年
10
月
に

令
和
６
年
度
北
海
道
社
会
貢
献
賞

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
吉
田
成
実

筆
頭
理
事
に
対
し
、
葛
西
会
長
よ

り
金
一
封
の
進
呈
が
あ
り
、
皆
様

か
ら
の
温
か
い
拍
手
で
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
沼
久
内
会
長
代
行
よ

り
本
日
の
勉
強
会
の
寸
評
を
頂

き
、
渡
邊
支
部
長
の
締
め
の
挨
拶

で
無
事
終
了
し
、
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
、
御
多
忙

の
中
御
参
加
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

札
幌
割
烹
調
理
師
会

鈴
木　

慎
也

の
入
会
促
進
や
料
理
研
修
会
の
実

施
、
ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
な
ど
を
通

じ
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
親
睦
と
健

康
増
進
を
図
る
な
ど
、
若
い
会
員

の
皆
さ
ん
が
中
心
に
活
動
で
き
る

事
業
の
計
画
を
進
め
る
こ
と
、
北

海
道
地
区
本
部
及
び
友
好
団
体
の

事
業
に
協
力
す
る
等
で
す
。ま
た
、

第
４
号
議
案
と
し
て
は
、
令
和
７

年
度
収
支
予
算
案
の
承
認
で
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
議
案
審
議
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
予
定
と
し
て
は
、

中
国
料
理
「
飾
り
前
菜
師
」
検
定

試
験
【
会
場
】
修
学
院
札
幌
調
理

師
専
門
学
校
【
日
時
】
８
月
６
日

13
時
よ
り
受
講
料
8800
円
、「
展
示

会
並
び
に
賞
味
会
」
ホ
テ
ル
札
幌

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス（
７
月
16
日
）、

「
全
体
幹
事
慰
労
会
」（
11
月
）、

「
新
年
賀
詞
交
歓
賞
味
会
」
ホ
テ

ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
（
令
和
８

年
１
月
14
日
）、
そ
の
他
、
夏
季

開
催
「
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
・
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
献
血
な
ど
」、

「
北
全
調
コ
ン
ク
ー
ル
練
習
会
」

（
10
月
７
日
）、「
北
全
調
技
能
コ

ン
ク
ー
ル
」（
10
月
19
日
）、「
北

全
調
各
授
賞
式
」（
10
月
23
日
）、

秋
季
開
催
「
賛
助
商
社
様
と
の
交

流
会
」、
各
種
勉
強
会
な
ど
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支
部

山
田　

晃
司

札幌割烹調理師会
勉強会の様子

札幌割烹調理師会
勉強会で提供された料理

日本中国料理協会札幌支部
展示会並びに賞味会

日本中国料理協会札幌支部
パークゴルフコンペ
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私

好

な

言

の

き

格

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」

　

世
の
中
「
令
和
の
米
騒
動
」

な
ど
と
米
の
高
値
の
ニ
ュ
ー
ス

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
で

す
。
現
状
が
今
後
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
注
視
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
は
、

ご
存
じ
の
よ
う
に
、月
日（
時
間
）

が
過
ぎ
る
こ
と
が
早
い
こ
と
の
意

味
で
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に
、

夢
や
目
標
を
持
っ
て
そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要
と

思
い
ま
す
。

　

私
も
70
歳
を
超
え
て
日
々
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
過
ぎ
去
っ
た
時

間
が
長
い
ほ
ど
未
来
は
少
な
く

な
っ
て
き
ま
す
。
身
体
の
方
も
故

障
し
が
ち
で
、
持
病
も
あ
っ
て
上

手
に
付
き
合
い
つ
つ
、
養
生
し

な
が
ら
の
日
常
で
す
。「
腹
八

分
目
」
に
程
よ
い
運
動
と
、
あ

る
程
度
の
規
則
正
し
い
毎
日
を

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
盛
夏
の
折
柄
、
熱

中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

し
、
お
元
気
に
ご
活
躍
く
だ
さ

い
。

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

成
田　
　

寿

「
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
」

全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

板
倉　

洋
祐

　

艶
や
か
な
黒
褐
色
の
バ
ル
サ
ミ

コ
酢
は
、
ワ
イ
ン
ヴ
ィ
ネ
ガ
ー
と

同
じ
ブ
ド
ウ
果
汁
を
原
料
に
し
な

が
ら
、
独
特
の
色
や
味
わ
い
、
質

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
製

法
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
に

由
来
し
ま
す
。
ワ
イ
ン
を
酢
酸
発

酵
さ
せ
て
作
る
ワ
イ
ン
ヴ
ィ
ネ

ガ
ー
は
、
数
日
か
ら
数
週
間
で
製

品
化
さ
れ
る
も
の
が
殆
ど
で
す

が
、バ
ル
サ
ミ
コ
酢
は「
モ
ス
コ
ッ

ト
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ド
ウ
液
を
煮

詰
め
た
も
の
を
酢
酸
発
酵
さ
せ
、

３
年
～
10
年
程
度
熟
成
し
て
出
荷

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

伝
統
的
な
製
法
に
よ
る
バ
ル
サ

ミ
コ
酢
は
、
原
料
の
ぶ
ど
う
の
品

種
、
熟
成
方
法
が
細
か
く
決
め
ら

れ
て
い
る
他
、
種
類
の
違
う
樽
を

次
々
と
変
え
な
が
ら
12
年
以
上
の

熟
成
期
間
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
ワ
イ
ン
ヴ
ィ
ネ

ガ
ー
の
中
に
も
、
木
樽
で
発
酵
さ

せ
る
「
オ
ル
レ
ア
ン
製
法
」
と
呼

ば
れ
る
自
然
発
酵
＋
自
然
熟
成
で

作
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
１
年
半
程
度
で
出
来
上

が
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｐ
（
原
産
地
名
称
保
護
制

度
）の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

北
イ
タ
リ
ア
の
エ
ミ
リ
ア
・
ロ

マ
ー
ニ
ャ
州
モ
デ
ナ
地
区
と
レ
ッ

ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
地
区
で
作
ら
れ

た
12
年
以
上
熟
成
の
「
ト
ラ
デ
ィ

ツ
ィ
オ
ナ
ー
レ
」、
25
年
以
上
熟

成
の
「
ス
ト
ラ
ベ
ッ
キ
オ
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
の
み
で
す
。
伝
統
あ

る
メ
ー
カ
ー
の
中
に
は
100
年
熟
成

を
う
た
っ
た
も
の
が
僅
か
に
販
売

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
め
っ

た
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
の
出
来

な
い
お
宝
と
い
え
ま
す
ね
。
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
豊
富
で
抗
酸
化
作

用
が
高
く
、
さ
ら
に
血
行
促
進
作

用
も
高
い
と
い
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア

で
は
古
く
か
ら
の
ど
や
風
邪
の
薬

と
し
て
も
使
わ
れ
て
き
た
と
い
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
加
工
を
加
え

使
い
や
す
く
し
た
も
の
や
、
フ

レ
ー
バ
ー
タ
イ
プ
、
透
明
な
ホ
ワ

イ
ト
タ
イ
プ
等
、
様
々
な
種
類
が

商
品
と
し
て
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
北
部
で
千
年
以
上
の

歴
史
を
も
ち
、「
誇
り
高
い
芳
香

の
あ
る
お
酢
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
伝
統
的
な
醸
造
酢
「
バ
ル
サ
ミ

コ
酢
」。
そ
の
使
用
用
途
の
可
能

性
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
ま
だ

ま
だ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

食
材
の
は
な
し

食
材
の
は
な
し

「
蕎
麦
屋
の

�

跡
継
ぎ
問
題
に
思
う
」

札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会

石
塚　

博
久

　

札
幌
の
蕎
麦
屋
が
40
年
前
か
ら

比
べ
る
と
お
お
よ
そ
四
分
の
一
に

減
っ
た
。
特
に
家
族
経
営
の
老
舗

で
後
継
者
不
足
は
深
刻
化
し
て
い

る
。
廃
業
や
事
業
譲
渡
を
検
討
す

る
経
営
者
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
継
者
不
足
の
背
景
に

は
、
少
子
化
と
い
う
最
大
の
社
会

的
元
凶
が
あ
る
。
昔
な
が
ら
の
家

族
経
営
の
蕎
麦
屋
で
は
、
後
継
者

候
補
と
な
る
親
族
が
い
な
い
又
は

継
ぎ
た
く
な
い
と
い
う
跡
継
ぎ
の

意
志
も
あ
る
。
そ
ば
打
ち
や
接
客

な
ど
体
力
や
精
神
的
な
負
担
が
大

き
い
仕
事
で
あ
る
た
め
、
労
働
環

境
の
厳
し
さ
か
ら
若
い
世
代
が
敬

遠
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
後

継
者
育
成
の
難
し
さ
、
例
え
ば
伝

統
的
な
技
術
や
味
を
継
承
す
る
に

は
、
長
期
に
わ
た
る
経
験
と
熟
練

を
教
え
込
む
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
蕎
麦
屋
の
味
は
店
主
の
個
性

が
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
味
の

継
承
が
重
要
に
な
る
。
そ
ん
な
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、
店
主
が
病
気

に
な
っ
た
り
、
高
齢
化
や
店
舗
の

随随  

　
想
　
想

老
朽
化
、
原
材
料
の
高
騰
で
資
金

不
足
に
な
っ
た
り
で
、
閉
店
を
余

儀
な
く
さ
れ
決
意
す
る
蕎
麦
店
が

後
を
絶
た
な
い
。

　

確
か
に
市
の
経
営
相
談
の
窓
口

も
あ
る
が
、
現
実
は
と
て
も
厳
し

い
。
そ
れ
で
も
業
界
存
続
の
た
め

に
ど
う
す
る
か
私
な
り
に
考
え
て

み
る
。
商
売
や
仕
事
も
、
過
ぎ
て

み
れ
ば
成
功
も
失
敗
も
過
去
の
こ

と
で
あ
る
。
時
に
成
功
を
収
め
る

と
、
そ
の
時
の
や
り
方
が
一
番
だ

と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
。
そ

の
時
の
成
功
体
験
が
忘
れ
ら
れ
な

い
と
、
固
執
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。「
夢
よ
、
も
う
一
度
」
と

同
じ
や
り
方
を
繰
り
返
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
現
代
の
商
売
や
仕
事

は
、
ま
さ
に
『
ス
ピ
ー
ド
の
意
志

決
定
』
で
勝
負
が
決
ま
る
。
時
代

も
お
客
さ
ん
も
状
況
も
取
り
組
む

人
間
の
資
質
も
、
全
て
が
刻
々
と

変
化
し
て
い
る
。「
過
去
の
成
功

体
験
」
は
む
し
ろ
邪
魔
か
も
し
れ

な
い
。
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し
俯

瞰
し
て
、
ど
ん
な
や
り
方
を
す
る

か
を
考
え
る
の
も
一
つ
の
手
段
か

も
し
れ
な
い
。「
過
去
に
こ
だ
わ

る
者
は
未
来
を
失
う
」
と
元
英
国

の
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
も
面
白
い
こ

と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
発

想
の
転
換
も
必
要
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
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５
月
14
日
に
本
会
の
定
期
総

会
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
が
大

変
厳
し
い
中
、
定
期
総
会
の
会
場

は
、
従
来
の
ホ
テ
ル
で
は
な
く
、

本
部
が
入
居
し
て
い
る
市
民
活
動

プ
ラ
ザ
星
園
の
大
会
議
室
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
幅
な
経
費
削
減
を
実
現
し
ま
し

た
。
従
来
の
や
り
方
を
変
更
す
る

の
は
、
大
変
な
労
力
と
工
夫
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
会
の
存
続
に

向
け
、
今
後
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
見
直
し
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
の
定
期
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
２
年
に
一
度
の
役
員

改
選
が
あ
り
、
小
泉
理
事
長
が
重

任
、
理
事
30
名
中
７
人
が
退
任
さ

れ
、
７
人
が
新
任
と
な
り
、
新
し

い
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
北
海
道
の
調
理
師
試

験
は
８
月
28
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
理
師
資
格
は
名
称
独
占
資
格

（
有
資
格
者
以
外
は
そ
の
名
称
を

名
乗
れ
な
い
資
格
）
で
あ
り
、
国

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い

国
家
資
格
で
す
。
昭
和
33
年
に
先

人
達
が
苦
労
の
末
に
調
理
師
の
地

位
向
上
の
た
め
、
勝
ち
取
っ
た
資

格
で
も
あ
り
ま
す
。
本
会
と
し
ま

し
て
も
、
今
年
も
試
験
対
策
準
備

講
習
会
の
実
施
、
参
考
書
や
問
題

集
の
斡
旋
な
ど
に
よ
り
、
次
の
時

代
を
担
う
方
々
へ
の
支
援
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
調
理
師
全
道
研
修
大
会

を
10
月
19
日
に
開
催
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
全
道
研
修
大
会

の
柱
で
あ
る
調
理
技
能
コ
ン
ク
ー

ル
は
今
年
で
第
60
回
目
を
迎
え
ま

す
。
若
手
会
員
の
減
少
、
出
場
選

手
の
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
成
功
に
向
け
、
皆
様

に
は
、
何
卒
、
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
庄
監
督
４
年
目
と
な
っ
た

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
若
手
選
手
の

成
長
が
著
し
く
、
本
原
稿
を
書
い

て
い
る
時
点
で
首
位
を
走
っ
て
い

ま
す
。
今
年
こ
そ
は
ぜ
ひ
日
本
一

へ
！

　

本
会
に
お
い
て
も
若
い
方
々
の

伸
び
る
芽
を
育
て
る
こ
と
が
更
な

る
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
思
い

ま
す
。（

一
社
）北
海
道
全
調
理
師
会

事
務
局
長
　
伊
藤　

哲
男

　

会
報
編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
裕
一
郎（
札
調
連
会
長
代
行
）

委　

員　

石
塚　

博
久（
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

修（
定
山
渓
調
理
師
会
）

　
　
　
　

本
間　

勇
司（
札
幌
割
烹
調
理
師
会
）

　
　
　
　

山
田　

晃
司（
日
本
中
国
料
理
協
会
）

　
　
　
　

板
倉　

洋
祐（
全
日
本
司
厨
士
協
会
）

　
　
　
　

成
田　
　

寿（
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
）

編
集
長　

山
口　

弘
行（
事
務
局
長
）

機
関
紙
／
も
じ
ゃ
こ
通
信

令
和
７
年
７
月
25
日
発
行　

第
97
号

編
集
発
行
人
／
鈴
木
裕
一
郎

発
行
所
／
札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合
会

 

〒
061-

0012 

札
幌
市
中
央
区
北
12
条
西
20
丁
目
２

－１

　
　
　
　

 

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
水
産
棟
４
階

電
話
／（
〇
一
一
）二
一
五

－

六
一
二
五

印
刷
／
株
式
会
社
正
文
舎

　

今
年
も
「
ふ
ぐ
処
理
者
試
験
準

備
講
習
会
」
を
10
月
に
開
催
し
ま

す
。
ふ
ぐ
処
理
者
の
知
識
や
技
術

を
全
国
的
に
平
準
化
す
る
た
め
令

和
３
年
度
に
試
験
制
度
が
導
入
さ

れ
、
そ
の
試
験
対
策
と
し
て
今
回

で
４
回
目
で
す
が
、
昨
年
度
の
道

の
試
験
の
合
格
率
は
約
50
％
で
、

受
験
者
に
は
ふ
ぐ
を
捌
く
実
技
試

験
が
難
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
ぐ
の
魚
食
拡
大
に
は
、
平
成

６
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の

26
年
間
に
札
調
連
が
実
施
し
た

「
ふ
ぐ
処
理
責
任
者
養
成
講
習
会
」

を
修
了
し
た「
ふ
ぐ
処
理
資
格
者
」

約
千
五
百
人
に
も
頑
張
っ
て
も
ら

う
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

「
も
じ
ゃ
こ
通
信
」
の
日
中
協

編
集
委
員
が
泉
勝
志
さ
ん
か
ら
山

田
晃
司
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特別賛助会員

当連合会の運営に特別にご支援いただいている特別賛助会員の方々です。（敬称略）

賛　助　会　員　名 役　職 ・ 氏　名 住　　　　　所

株式会社　すし善 代表取締役 嶋宮　　勤 中央区北１条西27丁目

札幌グランドホテル 総支配人 長瀬　隆則 中央区北１条西４丁目

札幌パークホテル 総支配人 須田　雅之 中央区南10条西３丁目

ホテルライフォート札幌 総支配人 安岡　政光 中央区南10条西１丁目

京王プラザホテル札幌 代表取締役社長 本田　敏人 中央区北５条西７丁目

学校法人　光塩学園調理製菓専門学校 理事長 南部ユンクィアンしず子 中央区大通西14丁目

札幌ビューホテル大通公園 総支配人 石井　高宏 中央区大通西８丁目

ホテルポールスター札幌 総支配人 山脇　英嗣 中央区北４条西６丁目

ああ  

とと  

がが  

きき

北
全
調
だ
よ
り

北
全
調
だ
よ
り


